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　カ キ の 養殖従業者 に 発生す る ホ ヤ 喘息は ，ホ ヤ 抗原

に 暴露 され た 時 に の み 発作 が お こ る 1型 ア レ ル ギ ー
に

よ る 典型的 な職業性喘息で あ る．岡 ら
1）2）．城 ら

3】は ホ ヤ

抗原を化学的，免疫学的手技 に よ り精製 し， こ の 精製

抗原を用 い た減感作療法 は，ホ ヤ 喘息患者に 著効を示

し て い る “−s》．した が っ て ホ ヤ 喘息 は特異的減感作療

法の奏効機序の 解 明 に 最も適した 疾患 と い え る．ホ ヤ

喘息に お け る減感作療法 の 奏効機序に つ い て 城 らは，

血 清 lgE量 お よ び特異 的 lgE 抗体 と は 無 関係 で あ

O　4 ｝7 ；s），遮断抗体 と し て の 特異的 IgG抗体 の 産生 が 重

要で ある
sys｝9）と述 べ て い る．著者 ら

EO ）ら は さ きに ，ホ ヤ

喘息患者に ホ ヤ 粗抗原，精製 抗原 EiM ，　Gi−rep ，　 D 添

加 に よ る試験 管内 ヒ ス タ ミ ソ 遊離試験を行 い ，各種 ホ

ヤ 抗原添加に よ る ヒ ス タ ミ γ 遊離 は 添加 する抗原濃度

が高 くな る に した が い 上昇し ， 抗原濃度 に 比例す る こ

と を 明 ら か に した ．しか しホ ヤ 喘息患者に お け る特異

的減感作療法 と各種 ホ ヤ 抗原添加 に よ る 試験管内 ヒ ス

タ ミ ン 遊離と の 関係 に つ い て は い まだ報告され て い な

い ．

　著者は，ホ ヤ 喘息患者に お ける減感作療法の奏効機

序 を ヒ ス タ ミ ン 遊雄の 面 か ら解明 し よ う と試 み た．ホ

ヤ 粗抗原，ホ ヤ 請製抗原 EiM ，　Gi・rep に よ る試験管内

ヒ ス タ ミ ソ 遊離が減感 作療法 に よ り抑制 され る か否 か

に つ い て 検討 し，さらに もし抑制 され る な ら ば減感作

療法箆行期閤 との 関係，カ キ 打 ち 作業季節中 と季節外

と の 関係を 明らか ｝こ し，さらに は健常 カ キ 打 ち従業者

に つ い て も対比検討 し よ うと試み た ．

Abbrev 童ations ；　RAST 　radioallergosorbent 　test；

Hank ’
s　BSS 　Hank 脚

s　balanced　salt　solution

　1．対象

　1）健常者 お よ び健常 カ キ 打 ち従業者群

　健常者 は 呼吸器疾患 お よ び ア レ ル ギ ー疾患 の な い 21

歳か ら73歳 （Pt均33．5歳） ま で の 12例 （男 1例・女 11

例）で ある．健常 カ キ 打 ち従業者 （以下健常従業者 と

略す） は 呼吸器疾患お よ び ア レ ル ギ
ー

疾患がな く， カ

キ 打 ち作業に従事 して い て ホ ヤ 喘息 に 罹患 し て い な い

59歳 か ら 75歳 （平均64．3歳） まで の 7例 （男 1例，女

6例）で あ る．

　 2） ホ ヤ 喘息非減感作群

　 ホ ヤ 喘息非減感作患者 （以下非減感作群 と略す） は

43歳 か ら77歳 （平均 56．7歳〉まで の 18例 （男 2例，女

脆 例）で ある．採 血 は すべ て カ キ 打ち季節中1こ 行 っ た ．

　 3） ホ ヤ 喘息減感作群

　 ホ ヤ 喘息減感作患者 （以下減感作群と 略す） は ホ ヤ

抗原 に よ る特異的減感作療法を 1年 か ら25年間 （平均

8．0年間）施行 し て い る 33歳か ら82歳 （平均53．8歳）ま

で の 38例 （男 1例，女37例） で ある，特異的減感作療

法 に 用 い た 抗原は精製抗原 EiM 　22例 ，　 Gi−rep 　l4例，

エ ボ ヤ 抗原 1例 お よ び ユ ウ レ イ ボ ヤ抗原 1例で ある．

採 血 は カ キ 打 ち作業季 節中に行 っ た．ま た 38例 の うち

30例 に つ い て カ キ打ち 作業 の 季節外 に も行 っ た．

　 4） ホ ヤ 喘息滅感作に よ る 経時的観察患者群

　 前述 の ホ ヤ 喘息 非減感作群18例の うち 11例 に つ い

て ，そ の後ホ ヤ 精製 抗原 EiM ある い は Gi・rep に よ り

減感作療法を施行 し， 1 ヵ 月 ご とに 経過を追 っ て 採 血

し滅感作療法施行前 ， 施行後 1 − 4 力且 　5 − 8 ヵ 月，

9−12ヵ 月，13ヵ 月以上 の 期問に 分け て 比較検討 した ．

　 2．方法

　 1）減感作療法 の 実施方法
5）

藍
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　 精製抗原 EiM また は Gi・rep の 10万培液 （10μ g〆rnl）

O．lml よ り開 始 し，週 1 回 の 間隔 で O．1m1 ず つ 増量 し，

0．5ml に達 した な らぽ 1万倍液 に 変更 し，同様 の 方法

で 0．5ml ま で 増量 し，つ い で 維持療法 に 移行 し た ．な

お，こ の 間 に ＋ 分な治療効果 の えられた 症例 に お い て

は
， そ れ以上 の 量に は 増 量 ぜ ず，注射間 隔を次 第 に

2 − 4 週 に 1回 と して 維持療法 を行 っ た．

　 2）添加 ホ ヤ 抗原濃度

　 著者 ら
i°）がす で に 報告 した 成績 に もとづ き，ホ ヤ 粗

抗原 は 20倍液 （鳥居薬品製，13，7μ g！ml 蛋 白窒素量），

ホ ヤ 精 製抗 原 EiM お よ び Gj−rep は それぞれ 103焙 液

（lmg／ml ）を用 い た ．

　 3）検体の 処理

　採血 は heparin処理 した注射器 で肘 静脈よ り静か に

行 い ，polyethylene 仁ube に 移 した の ち 静か に 転倒 混和

した ，

　 4）全血 ヒ ス タ ミ γ 測定法

　全血 ヒ ス タ ミ ン 値の 測定は
， Hank’s　BSS（千葉県1血

清研究所製）1．5ml を 入 れ た 試験管に 生理食塩液 0．05

ml を添加 し37℃ で 10分間 preincubateし，こ れ に he・

parin 処理 した 血 液 1rn1を反応液中に 加 え，37℃ 30分

rNe　ipcubateし，そ の 後 ただち に，− 40℃ に凍結 し，つ い

で 溶解させ た の ち測定 し た．

　 ヒ ス タ ミ ン の 抽出お よ び 測定 は 小簸 に よ る Shore

ら
Ll）

の 改良法
ロ ｝

を用 い て行 っ た ．

　5）全血 法 に よ る試験管内 ヒ ス タ ミ ン 遊離試gels］

　 Hank ’
s　BSS 　1．5ml を入れた 試験管 に，1）に 示 した

各種 ホ ヤ 抗原液を抗原別 に O，05ml と対照 として 生理

的食塩液 0．05m！を添加 し，37℃ 1 分間 preincubateし

た．こ れ に heparin処理 した 血液1ml を 加 え ， 37℃ で 30

分間 incubateし た の ち，75C　Xg で 10分間遠沈 し た．え

られ た 上清1．5ml に 1N　HCLO ‘ 1ml をfiロえ，25000×

g で 30分間遠沈 して 除蛋 白 し、そ の 上清部分 の ヒ ス タ

ミ ソ を測定し た．抗原添加 血 液 の 上清 ヒ ス タ ミ ン 値か

ら対照 と した 生 理 食塩液添加血 液の 上 清 ヒ ス タ ミ ソ 値

を 引 い た 値 を遊離 ヒ ス タ ミ ン 値 と した．

　ヒ ス タ ミ ソ 遊離率は，全 血 ヒ ス タ ミ ソ 値 に 対す る遊

離 ヒ ス タ ミ ン 値 の 百分率と し て 下記 の 式 よ り求め た ．

　 遊離 ヒ ス タ ミ ソ 量一blank量一対照遊離 ヒ ス タ ミ ン 量
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 X100
　 　 　 　 　 全面 ヒ ス タ ミン 量一blank量

　6）統計的検定法

　有意差 は 検定 は t一検定 に よ り行っ た．

成　績

　 1．健常者，健常従業者，ホ ヤ 喘息非減感作群 お よ び

減感作群 に お け る 全血 ヒ ス タ ミy 値 と各種 ホ ヤ抗原 に

よ る ヒ ヌ、タ ミ ア 遊離率

　 1）全血 ヒ ス タ ミ γ 値 （Fig．1）

　全 血 ヒ ス タ ミ γ 値は T 健常者 で は 56，1± 3，5ng／m1 ，

健常従業者 で トま65．5±6．Ong／ml ，非 減 感 作群 で は

59．7± 5．9ng／m 】，減 感 作 群 で は 78．9± 5 ．6ng／ml で

あ っ た．減感作群 の 全血 ヒ ス タ ミ ン 値は 健常者 お よ び

非減感作群 と比較 して 有意 の 高値 を 示 し た （p〈 0．01，

P く 0．05）．

　2） ホ ヤ 粗抗原 に よ る ヒ ス タ ミ ン 遊 離率 （Fig．2）

　 ヒ ス タ ミ ソ 遊離率は蜉常者 で は 4．1± 1，4％，健常従

業者で itl1 ．6± 3，7％，非 減感作群 で は 37．2± 4．2％，

減感作群 で は ユ9．5±2、8％ で あっ た。非減感作群お よ び
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滅感作群 で は 健常者 と比較 し て 有意 の 高値 を示 し た

（p ＜ 0．OOI、　p く  ．OOI）．ま た非減感作群 で は 健常従業

者 と比較 して 有意 の 高値を示 した （p く   ．001）．非減感

作群 で は 他 の 群 に 比 べ て 最 も高値を 示 し，減感作群 で

は 非 減感作群 と比 較 し て 有意 の 低値を示 し た （p 〈

0．001）．

　3） ホ ヤ 精製 抗原 EiM に よ る ヒ ス タ ミ ソ 遊 離 率

（Fig．3＞

　 ヒ ス タ ミ ン 遊離率 は 健常者 で は 3．4± 1．3％，健営従

業者で は 6．3± 2．7％，非減感作群 で は 27．2± 3，5％．減

感作群で は 10、5± 1．7％ で あ っ た．非減感作群お よ び減

感作群で は 健常老 と比 較 し て 有 意 の 高値 を 示 し た

（p 〈 0．001，♪＜ O、Ol）．　 ま k 非減感作群 で は 健常従業

者と比較 して 有意 の 高値を示 した （戸く G．OO1）．非減感

作群 で は 他の 群 と比べ て 最 も高値 を示 し．減感作群 で

は 非 減感作群 と比 較し て 有意 の 低 値 を示 し た （p ＜

O．aG1）．

　4） ホ ヤ 精製抗原 Gi・rep に よ る ヒ ス タ ミ γ 遊離 率

（Fig．4）

　 ヒ ス タ ミ ン 遊離率は 健常者で は 4，6± L7 ％ ， 健常従

業者で は 7．1± 1．8％，非減感作群 で は 36．5± 5．3％，減

感作群で は 18．6± 3，0％ で あ っ た．非減感f乍群お よ び減

感作群 で は 健常者 と比較 し て 有意の 高値 を示 し （p＜

O，001，pく 0．001），健常従業者と比較 し て も有意 の 高

値を示 し た （p〈O．OOI，　 p く  ，01）．非減感作群で は他

の 群 と比 べ て 最も高値を示 し，減感作群 で は 非減感作

欝 と比較 し て 有意 の 低値を示 した （p〈 O．Ol），

　 2．ホ ヤ 喘 息減 感作群 の カ キ 打ち作業季節中 と季 節
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　 Fig．4．　The 　percent　histamine　release 　a 正ter　chal ・

蓋enge 　w唾ヒh　sea ・squirt 　purified　an 巨gen　G蘯一rep 重o　the

whole 　 blood　 of 　 healthy　 subl   ts，　 healヒhy   yster

sverkers 　 and 　 sea ．squirt 　 asthmatics ，　 Each 　 co ！u皿 n

lndicates　the　mean ± SE，§： ρ＜ 0．001　compare （韮

with 　healthy　 subjects 、　healthy　oyster 　workers 　and

sea −squ 重rt　asthma 　hyposensitized　cases ．＊ 二ρくO．01

compared 　with 　healthy　subjects 　and 　hea］thy　oyster

workers ．（ ｝number 　 Qf　case ，

外に お け る 全血 ヒ ス タ ミ ソ 値と各種 ホ ヤ 抗原添加 に よ

る ヒ ス タ ミ ソ 遊離率

　季 節中 と季節外 の 全血 ヒ ス タ ミ ン 値は Tab童e　l に

み られ る よ うに 両者間 で有意の 差を認 め な か っ た ，ま

た 季節中 と季節外の 各種 ホ ヤ 抗原添加 に よ る ヒ ス タ ミ

ソ 遊離率を比較し て み て も， す ぺ て の 抗原添 加 群 で 季

節 に よ る有意の 差を認 め な か っ た ．

　3，ホ ヤ 精製抗Wt　EiM あ る い Ii　Gi−rep に よ る ホ ヤ

喘 息特異的減感作例 1こ お け る全血 ヒ ス タ ミソ 値お よ び

各種 ホ ヤ 抗原 に よ る ヒ ス タ ミ ソ 遊離率 の 経 時的観察

　1）全血 ヒ ス タ ミ ン 値 （Fig．5）

　全 血 ヒ ス タ ミ ン 値 は ，減感作療法 施 行前 で は 58、8±

7．2ng／m 】，施行後 1 − 4 ヵ月で は 55．6±6．Ong！ml ，5 −

8 ヵ 月 で は 59．6± 11．3ng！ml ， 9 −12ヵ 月 で は 58．4±

8．lng／m1 ，13ヵ 月以上 で は 41．4± 9．4ng／ml で あ り，減

感作療法施行前後 で 有意 の 差を認め な か っ た．

　 2） ホ ヤ 粗抗原 に よ る ヒ ス タ ミソ 遊離率 （Fig．6）

　 ヒ ス タ ミ ソ 遊離率は ， 減感作療法施行前 で は 44，7±

Tab 翼e　 l　 Whoie 　blood　hisしamine 　leΨe亶s　aロd

percent　histamine　release 　of 　hyposensitl・

　　　　zatlon 　therapy　in　30　cases

Percent　histamine 　rele 訊se（％）Whole 　b亅ood

　histamine
　　　leve！S
　　（“9／mD

Puri埀de　 ant …genCrudeantigen

£ iMGi −rep

Seasoa

、Non ．season74

．8ま 5．3
63，9± 5．120

．1± 3，1

20．9士3，511
．1±2，0

13、8士2．918
．7± 3．5

13．1± 2．6

Tabte 　 values 　are 　 mean ± SE ，
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hyposensitization　therapy．　 Each　point　shows 　the

mean ± SE． ＊ ： ρ〈 0．Ol　 compared 　with 　before

hyposensitizatien　therapy ．十 ： p〈0．05　compared

with 　before　hyposen5itlzation　therapy．（ ｝number

of　case ．

5．2％，施 行後 1 −4 ヵ 月 で は 36．0± 5．8％， 5 −8 ヵ 月

で は 15．7± 5．2％．9 −12ヵ 月 で は 15．1± 1、4％ ， 13ヵ 月

以 上 で は 9，2±4．4％で あり，減感作療法施行後 5 −8 カ

月以 上 で は 施行前 と比較 して 有意の 低下を示 し た．

　3） ホ ヤ 精製抗原 EiM に よ る ヒ ス タ ミ ン 遊離 率

（Fig，7）

　 ヒ ス タ ミ ソ 遊離率は
， 減感作療法施行前で は 24．2±

2．8％ 、 施行後 1 − 4 ヵ 月 で は 16．6± 3．G％， 5 − 8 ヵ 月

で 4．9± 2．3％ ， 9 −12ヵ 月 で は 1．5± 1．1％ ，
13カ 月以上

で は 2．0± 0．8％で あ り，減感作療法施行後 5 − S ヵ 月以

上 で は 施行前と比較 して 有意の 低下を示 した ．

　4） ホ ヤ 精製抗原 Gi・rep に よ る ヒ ス タ ミ ン 遊離率

（Fig、8）

　 ヒ ス タ ミ ン 遊離率は
， 減感作療法施行前で は 37．6±

73 ％ r 施行後 1− 4 ヵ 月 で は 3L4 ± 8 、0％ ， 5 − 8 ヵ 月

で は 12．7± 3．0％ ， 9 −12ヵ月で は 6．0± 1．6％，工3ヵ 月
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　Flg、8．　 Change　ofpe τcen ヒhistamine　release 　after

challenge 　with 　sea ・squirt　puri負ed 　ant ｝gen　G主一rep

during　hyposensitization　therapy ，　Each 　point　shows

the　 mean ± SE．＊ ： ρ〈 O．01　compared 　with 　before
hyPosensitization　therapy、　＋ ： p＜0．05　compared

with 　before　hyposensitizat三〇 n 亡herapy．（ 》number

of　case ．

以上 で は 3．7± L9 ％で あり，減感作療法施行後 5 靄 カ

月以上 で は 施行前と比較し て 有意 の 低下を示 した．

琴　察

　気管支喘息に お け る減感作療昧 は，189B年 Curt…s が

枯草熱患者 に ブ タ ク サ 花粉抽出液 を用 い て 行 っ た の が

始 ま りとい われ，現在減感作療法は気管支喘息の 根治

的療法 と して 最 も重視 され て い る，その 奏効機序 と し

て，1）遮断抗体 の 産生
14 ），2）特 異的 正gE 抗体 の 低
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　3） 白血球 か らの chemical 　mediator の 遊離の 抑

ew］IEIIT｝　tzどが あげ られ て い る．し か し な が らこ れ らの

機序が どの よ うに 関与 し あ っ て 奏効す る か に つ い て は

一致 した 見解 が 得 られ て い な い ．著者 は 自血 球 か らの

chemical 　mediator 遊離の 抑舗 の 面 か ら減感作療法 の

奏効機序を解明する た め に ．ホ ヤ 喘息患者に ホ ヤ 抗原

に よ る 試験管内 ヒ ス タ ミ ン 遊離試験を 試 み た ．

　 試験管内 ヒ ス タ ミ ア 遊離試験で 添加 した ホ ヤ 抗原

は，Dextrose・Phenol 法 に よ り作製 され た 粗抗原 の ほ

か に，岡 ら
1）2レ，城 ら

3｝に よ り精製 され た精製抗原 EiM ，

Gi−rep で あ る．著者 ら
le ｝

は さ きに ，ホ ヤ 喘息患 者 に ホ

ヤ 粗抗原，精製抗原 EiM ，　Gi・rep お よ び D 添加 に よ る

試験管内 ヒ ス タ ミ ソ 遊離試験を 行 い ，各種 ホ ヤ 抗原添

加 に よ る ヒ ス タ ミ ソ 遊離は 添加す る抗原濃度が 高 くな

る に した が い ヒ ス タ ミ ン 遊離 が 上昇 し
， 抗原濃度 に 比

例す る こ とを明 らか に した ．

　 今回 は ，ホ ヤ 喘息患者 の 減感作療法 に お け る 各 種 ホ

ヤ 抗原添加 に よ る ヒ ス タ ミ γ 遊離率の 変動に つ い て 検

討 した ．今回用 い た ホ ヤ 抗療濃度は ，ホ ヤ 糧抗原 は 20

倍液（鳥居薬品製 ， 13．7μ glmS 蛋白窒素量），ホ ヤ 精製

抗原 EiM お よ v「　Gi−rep は 103倍液 （1mg ／ml ）で あ る．

ホ ヤ 粗 抗原 お よ び 精製抗 原 EiM は 最大 ヒ ス タ ミ ン 遊

離を示す抗原濃度を用 い た が，精製抗原 Gi−rep は精製

量 に 限 り がある た め ，最大 ヒ ス タ ミ ア 遊離を示 した IO2

．倍液を用 い ず1〔P倍液を用 い た ．し か し Gi・rep 　1  s
倍液

で も今 回の 成績をみ るか ぎりで は 粗抗原お よ び精製抗

tn　EiM と ほ ぼ同様 の ヒ ス タ ミ ソ 遊離率が得 られ，ヒ ス

タ ミ ン 遊離 の 変動を観察す る 上 に 支障 は 認 め られ な

か っ た ．

　 全血 ヒ ス タ ミ ソ 値は，平均 8 年間減感作療法を施行

した ホ ヤ喘息減感作群で ホ ヤ 喘息非減感作群お よ び健

常老 よ りも有意の 高値を示 した ．し か し減感作療法 の

経時的観察例で は 最高17ヵ 月の 減感作療法 施行例 もあ

る が 有意 の 変動を認 め な か っ た、Trento ら
18）は減感作

療法を 2年間行 っ た 気管支喘息患者の 全血 ヒ ス タ ミ γ

値 は 上昇 した と述ぺ ，減感作療法に よ ウ白血球 の ヒ ス

タ ミ ソ 含有量が増加する と述べ て い る．し た が っ て 減

感作療 法 に よ り白血球 の ヒ ス タ ミ γ 含有量 は増加 し て

も， ヒ ス タ ミ ソ を遊 離しに くくな っ て い るもの と推定

され る．ま た ホ ヤ 喘息減感作群の 全血 ヒ ス タ ミ ソ 値 は

カ キ 打 ち 季節中 と季節外に お い て 有意の 差 を認 め な

か っ た．こ の こ とか らホ ヤ 瑞息減感作療法施行患老で

は 全 血 ヒ ス タ ミ ン 値が抗原 に 暴露され る季 節に お い て

も変化 し な い こ とが開 ら か とな っ た．

　ホ ヤ 粗抗原，精製抗原 EiM お よ び Gi．rep 添加に ょ

る ヒ ス タ ミ γ 遊離率は，ホ ヤ 喘息非減感作群 で 健常 者

およ び 健常従業者と比較 し て有意の 高値を示 し ，
ホ ヤ

喘息減感作群 で 非減感作群 と比較 し て 有意 の 低 直を示

し た．原 田
lei
，田 原

20 ，，　 Trento 射
8）

は 室内塵 あ る い は

ダ ニ 抗原 を用 い て 試験管内 ヒ ス タ ミ ン 遊離試 験 を行

い ，気管支喘息患者 の ヒ ス タ ミ γ 遊離率は 健常者よ り

有意の高値を示 した と述 べ て お り著老 の 成績 と一
致 し

て い た．Pruzanskyら］s ，｝t 白血球法に よ る試験管内 ヒ

ス タ ミ γ 遊離試験を ブ タ ク サ 花粉症の 患者に行 い ，減

感作療法 に よ り ヒ ス タ ミ ン 遊離 は 低下 した と述 べ ，田

原 z5），　 Lichitensteinら15）21〕も同様 の 報告 を し て い る．

また 全血法 を用 い た 試験 管内 ヒ ス タ ミ ン 遊離試験に お

い て も同様 の 報告 が あ り
18）t21，著者の 成績と一致 し て

い た ． し か し，減感作療法有効例だ けを み て も ヒ ス タ

ミ ン 遊離 は 低下 し なか っ た と の 報告 もあ る
2S）

．著者 の

成績で は，各種 ホ ヤ 抗原添加 に よる ヒ ス タ ミ ソ 遊離率

がすぺ て の 抗原に お い て 減感作療法 に よ り低下 して い

た こ と か ら，白血 球 よ りの ヒ ス タ ミ ソ 遊離抑制が減感

作療法 の 奏効機序 とし て 考えられ る．
一

方 ， 城ら は ホ

ヤ 喘息患者 に ホ ヤ 精製抗原 EiM あ る い は Gi−rep を用

い て 減感作療法を行 い ， IgG抗体 （遮断抗体）が 上昇す

る と述 ぺ て い る．した が っ て 著者が行 っ た 全血 法 に よ

る 試験管 内 ヒ ス タ ミ ソ 遊離試験 で は 血中 に 含 まれ て い

る 1gG抗体が添加 し た 抗原 と結合し て ヒ ス タ ミ ソ 遊

離を抑制する可能性 と好塩基球 の 反応性の 低下が ヒ ス

タ ミ ソ 遊離 を 抑制す る 可 能性があ り ，
こ の 点 に 関 して

は 今後 の 検討 が必要 で あ ろ う．

　 ホ ヤ 喘息減感作群 の カ キ 打 ち作業季節中 と季節外の

各種 ホ ヤ抗原添加 に よ る ヒ ス タ ミ ソ 遊離率に は 有意の

差 を 認め な か っ た ． こ の こ と よ り減感作療法 は カ キ 打

ち作業季節中で も ヒ ス タ ミ ン 遊離 を抑制す る こ とを明

らか に し た．城 らは ，ホ ヤ 喘息減感作例 で は特異的 IgE

抗体お よ び 血清 IgE値は季節中に 上昇し，季節外で低

下 し
s ｝“ ，ま た lgG 抗体 は 減感作療法 に よ り季節中 ， 季

節 外 に 関 係 な く高 値 を 示 し て い た と述 ぺ て い

る
s）fi）t ‘］，し た が っ て 減感作療法の 奏効機序 と し て IgE

の 低下 よ り IgG の 上昇を重視し て い る．

　 以上 の ご と く減感作療法 に よ り ヒ ス タ ミ ソ 遊離 が 抑

制す る こ とを明 らか に した が
， 次 に 減感作療法開始後

どの 位の 期間 で ヒ ス タ ミ ソ 遊離が抑舗 され る か に つ い

て 検討 した ，各種ホ ヤ抗原添加に よ る ヒ ス タ ミ γ 遊離

率は 減感作開始後 5 − 8 月以上 で 有意の 低下 を認 め た．

斉藤
22｝

は 気管支喘息減感 作療法施行例 に 室内塵 添加 に
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362 ホ ヤ 喘｝息の 試験管内 ヒ ス タ ミ γ 遊離

よ

’
る試験管内 ヒ ス タ ミ ン 遊 雛試験を行い ，減感作開始

後 4 ヵ 月未満 で は ヒ ス タ ミ ア 遊離 の 抑制 は 認め ら れ

ず，開始後 4 ヵ 月以上 の例に 明 ら か な ヒ ス タ ミ ソ 遊離

抑制 が 認 め られ た と述べ ，田原
2D
兆 同 様 の 報告を し て

い る．ホ ヤ 喘息減感作療法施行例 の 臨床効果は滅感作

開始後 2， 3 週間 で あ らわ れ始 め ，遅 くと も 3 ヵ 月位

ま で に は 十 分な効果があ る とい わ れる．王gG 抗体 は 減

感作開始後急速に 上 昇 し，5 − 6 ヵ 月で 最高 に 達 し，そ

の 緩 は 減感作療法 を維持す る か ぎり同 レ ベ ル を保つ と

報告され て い る 3，5）6｝9｝．著者 の 成績 か ら， 減 感作療法 に

よ る ヒ ス タ 1 ン 遊離抑制が認 め ら れ る ま で の 期間 は

IgG抗体 の 最高と な る期間 とltぽ一致して い た ．

結　語

　 ホ ヤ 喘息患者，健常従業者お よ び健常者 に つ い て ホ

ヤ 粗抗原，精製抗原 EiM お よ び Gi・rep 添加 に よ る試

験管内 ヒ ス タ ミ ソ 遊離試験を行い ，以下 の 結果を得 た．

　 1）各種ホ ヤ 抗原添加 に よ る ヒ ス タ ミ ソ 遊離率 は，非

減感作群 で 健常者 お よ び健常従業者に 比 べ 有意の 高値

を 示 し
， 減感作群 で 非減感作群 に 比 ぺ 有意 の 低値を 示

し た．ま た健常者 と健常従業者 で は 有意 の 差を認 め な

か っ た．

　2） ホ ヤ 喘息減感作群 の 各種 ホ ヤ 抗原添加 に よ る ヒ

ス タ ミ ソ 遊離率 は ，季節中 と季節外 の 間で 有意の 差を

認め な か っ た．

　3）各種 ホ ヤ 抗原添加 に よ る ヒ ス タ ミ ン 遊離 率 は，減

感作療注施行後 1 − 4 ヵ 月 で 施行前 と比 べ て 有意の 差

は な く，施 行後 5 − 8 ヵ 月以上 で 有意の 低下を認 め た ，

　4）全血 ヒ ス タ ミ ソ 値は，減感作群 で は 健常者 お よび

非減感作群 と比 べ て有意の 高値を示 した．し か し減感

作療法施行 2年以内 の 患名 で は 施行前後 で 有 意 の 差を

認め な か っ た．

　以上 ，
ホ ヤ 喘息患者に お い て，減感作療法 に よ りホ

ヤ 粗抗原，ホ ヤ 精製抗原 EiM お よ び Gi・rep に よ る ヒ

ス タ ミ ン 遊離が揖〕制 さ れ る こ とが 明 らか とな り，
ホ ヤ

喘息に お け る特異的減感作療法 の 奏効機序 の
一

端 が 解

明 され た．

　本論 文 の 要旨は 第32回，33回 日本 ア レ ル ギ ー学 会総 会 お

よ び第 11回 国 際 ア レ ル ギ
ー
学会 （ロ ソ ドン ）で 発表 した．

稿を終え るに あ た り，御指導，御校閲を賜 わ っ た 田 村昌士

教授 な らび に 須藤守夫前助教授 （現在、友愛病院 院 長 ）に 深

謝 い た し ま す，

　また ，親切な御助言，御協力頂 い た 県 立広 島病 院第三 内科

部長 城　智彦博 上，勝谷医院 勝谷　隆博士，広 島大 学エ 学

部 岡　智教授，鈴木秀規博士 に 感謝 し ます．
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ASTUDY 　ON 　iN　VITRO ｝｛ISTAMINE 　RELEASE 　IN　PATIENTS 　WITH

　　　 SEA −SQUIRT 　 ASTHMA 　 IN　RELATIONSHIP 　 TO 　 SPE α FiC
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　HYPOSENSITIZATION 　 THERAPY

　　　　　　　　　　　　　　　　Kazuo　Tanif廿jl
The　Third〜）啣 rtmen ’Oflnter，ta〃唾 4ゴ廟 ε、＆ o々oJqf 槲 ゴ戯 ¢   ≠2 鹸 ゴ加 ’Universめ・

　　For　the　purpose　of　elucidating 　on　mechanisms 　Qf　effectiveness 　of　hypOsensitizat三〇 n　therapy 　in　patients　with 　sea ・

squlrt　asthmajn 　vitro 　histamine　release 　tests　were 　performed　using 　three　types　o 〔sea −sqUirt 　antigen ；the　crude 　a口
．

tlgen　and 　two 　purjfied　antigens 　ef 　EiM 　and 　Gi−rep ．　The 　fo玉lowing　resu 】ts　were 　obtained 〔rom 　this　study ：

　　The　Percent　histarmine　release 　caused 　by　various 　ses ・squ …rt　antigens 　was 　singificantly 　1・we ・ in　p・tlents　wh ・ had
been　receiving 　hyposensiヒizati。a 　the　rapy 　than　those　with 　treatrnent，

　　In　addition ，　the　pe；cent 　hisヒamine 　reiease 　in　the　treated　gra叩 did　not 　de丘erin 　and 　out 　of　oys 仁erも huckl  season ．
As　compared 電o　the　pretreatment　levels，　the 　percent　histamine　release 　by　each 　sea −squirt　antigen 　signif｝cantry 　were

found　to　have　been　lowerd　5・8　months 　afterhyposensitizatien 　therapy ．

　　Whole　blQod　histamine　leve主s　were 　significantly　higher　jn　patients　 who 　had　been　treated　with 　prdonged
hyposens重tizatjon　therapy 出 an 　those　in　normal 　subjects 　and 　in　patients　who 　had　undergone 　no 　such 　a　therapy、
However ，　no 　d江【erences 　were 　obsen 厂ed　in　values 　before　and 　after　treatment 董n　patients　who 　had　been　treated　with
short −term　hyposensitizatiα 1 ヒherapy （2　ye且 rs　or 　1ess｝．

　　These 　results　suggest 　that　 the　 suppression 　 of 　histamine　 release 　may 　exp 晃ajn　in　part　the　 mechan 三sms 　of

effectivenessof 　specific　hypt）sensitizati・ n 　therapy　in　sea −squirt 　as 山ma ．
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